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犬山市下水道事業経営戦略改定審議会 

会長  岡 田 和 明  様 

 

犬山市長  原 欣 伸   

 

   犬山市下水道事業の経営に関する審議について（諮問） 

 

 このことについて諮問します。 

 

１ 諮問事項 

 下水道事業は、市民生活に身近な社会資本を整備し必要なサービスを提供する役割を

果たすことで、将来にわたる公共の福祉の増進に取り組む事業でありますが、現在犬山

市においては公共下水道事業及び農業集落排水事業の２事業を展開しており、公共下水

道事業については、昭和５７年度から着手し、現在も整備を進めています。また、農業集

落排水事業については、すでに整備が完了しており、供用開始から２２年が経過してい

ます。 

 今回ご審議いただく「経営戦略」は、公営企業が将来にわたって安定的に事業を継続

していくための中長期的な経営の基本計画であり、その中心となる「投資・財政計画」

は、施設・設備に関する投資の見通しを試算した計画と、財源の見通しを試算した計画

を構成要素とし、投資以外の経費を含めた上で、収入と支出が均衡するように調整した

中長期の収支計画となります。 

 犬山市では、令和元年度からは地方公営企業法を一部適用し、企業会計原則の考え方

を取り入れた経営に取り組んでいますが、今後は、人口減少による下水道使用料収入が

減少する一方で、関係施設の老朽化に伴い維持管理費（支出）が増大することが見込ま

れています。 

 また、犬山市公共下水道事業計画では、現在未整備の計画区域がありますが、「経営戦

略」の中心となる「投資・財政計画」について検証するためにも、当該区域についての将

来の在り方について検討していく必要があります。 

 つきましては、「犬山市下水道事業経営戦略」を改定するにあたり、上記の課題を踏ま

えて貴審議会からの意見を求めます。 

 

２ 諮問期間 

令和６年３月３１日まで 


